
生
活
が
豊
か
に
便
利
に
な
る
一
方
で
、
飽
食
の

時
代
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
糖
尿
病
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
最
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
４

０
歳
以
上
の
約
１
０
人
に
１
人
、
６
０
歳
以
上
で
は
、

約
５
人
に
１
人
が
糖
尿
病
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
全
国
で
約
７
０
０

万
人
、
糖
尿
病
予
備
軍
（
境
界
型
）
は
お
よ
そ
２
０

０
０
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

日
本
で
は
比
較
的
若
い
人
の
糖
尿
病
が
増
加
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

■
糖
尿
病
と
は

食
事
を
す
る
と
、
誰
で
も
一
時
的
に
血
糖
値
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
血
糖
値
が
高
く
な
る
と
膵

臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ

れ
、
血
糖
値
を
下
げ
る
よ
う
に
作
用
し
ま
す
。
イ

ン
ス
リ
ン
が
分
泌
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
分
泌
さ
れ

て
も
量
が
少
な
か
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
う
ま

く
作
用
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
血
糖
値
は
正
常

値
を
越
え
て
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が

糖
尿
病
で
す
。
通
常
、
尿
中
に
は
糖
は
排
泄
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
血
糖
値
が
異
常
に
高
く
な
る
と
尿
に

糖
が
で
て
き
ま
す
。
「
糖
が
尿
に
で
る
病
気
」
と
い

う
名
前
の
由
来
で
す
。
糖
尿
病
に
は
、
主
に
子
供

の
頃
に
発
生
す
る
イ
ン
ス
リ
ン
依
存
型
糖
尿
病

（
１
型
）
と
主
に
中
年
以
降
に
な
っ
て
発
症
す
る
イ

ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿
病
（
２
型
）
が
あ
り
ま
す

が
、
９
０
％
は
イ
ン
ス
リ
ン
非
依
存
型
糖
尿
病
で

す
。
■
糖
尿
病
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

糖
尿
病
の
発
症
に
は
、
体
質
的
な
素
因
が
関
係

し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
量
が
少
な
い
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
効
き
目
が
悪
い
な
ど
の
素
因
は
元
々

持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
体
質
的
因
子
だ

け
で
糖
尿
病
が
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

に
種
々
の
生
活
習
慣
（
食
べ
過
ぎ
・
運
動
不
足
・
肥

満
・
ス
ト
レ
ス
）
が
加
わ
る
こ
と
で
初
め
て
発
症
し

ま
す
。
糖
尿
病
が
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
る
ゆ

え
ん
で
す
。

■
血
糖
値
が
高
い
と
な
ぜ
い
け
な
い
の
？

血
糖
値
が
高
い
状
態
が
続
く
と
ブ
ド
ウ
糖
が
タ

ン
パ
ク
質
と
結
び
つ
き
糖
化
タ
ン
パ
ク
が
作
ら
れ

ま
す
。
こ
の
糖
化
タ
ン
パ
ク
に
は
、
動
脈
硬
化
を

促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
有
名
な

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
）
が
糖
と
結
合
し
て

で
き
る
糖
化
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
、
血
管
壁
に
沈
着
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
余
分
な
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
を
肝
臓
に
運
ぶ
役
割
を
持
つ
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
善
玉
）
が
糖
と
結
合
す
る
と
、
そ

の
働
き
が
低
下
し
ま
す
。
さ
ら
に
高
血
糖
状
態
が

持
続
す
る
と
細
胞
内
に
多
量
の
ブ
ド
ウ
糖
が
取

り
込
ま
れ
、
こ
の
取
り
込
ま
れ
た
ブ
ド
ウ
糖
が
ア

ル
ド
ー
ス
還
元
酵
素
に
よ
っ
て
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
に

変
え
ら
れ
ま
す
。
ソ
ル
ビ
ト
ー
ル
は
細
胞
内
に
水

分
を
引
き
込
む
性
質
が
あ
る
た
め
、
水
分
が
細

胞
内
に
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
、
や
が
て
そ
の
細

胞
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
ア
ル
ド
ー

ス
還
元
酵
素
は
、
神
経
、
網
膜
、
腎
臓
、
血
管
に
多

く
含
ま
れ
る
た
め
糖
尿
病
で
は
こ
れ
ら
の
臓
器

が
標
的
器
官
（
障
害
を
受
け
や
す
い
臓
器
）
と
な

る
わ
け
で
す
。

■
糖
尿
病
の
症
状

初
期
の
段
階
で
は
、
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
「
の
ど
が
渇
く
」
、
「
疲
れ
や
す
い
」
、

「
尿
の
量
や
回
数
が
多
く
な
る
（
た
び
た
び
ト
イ

レ
に
起
き
る
）
」
、
「
体
重
が
減
る
」
な
ど
の
症
状
が

現
れ
る
の
は
か
な
り
進
行
し
て
か
ら
で
す
。
糖
尿

病
発
症
後
、
放
置
し
て
い

る
と
７
～
１
０
年
後
に
は
、

前
述
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

よ
っ
て
、
糖
尿
病
性
網
膜

症
、
糖
尿
病
性
腎
症
、
末

梢
神
経
障
害
、
血
管
障
害

な
ど
の
合
併
症
が
現
れ
て

き
ま
す
。
糖
尿
病
が
本
当

に
怖
い
の
は
こ
の
合
併
症

な
の
で
す
。

■
糖
尿
病
の
診
断

糖
尿
病
の
診
断
に
使
わ

れ
る
代
表
的
な
検
査
項
目

と
し
て
は
、
尿
糖
検
査
と

血
糖
検
査
、
グ
リ
コ
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
（Hb

A
1
c

）
検
査
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

尿
糖
検
査
と
は
、
尿
の
中
に
ブ
ド
ウ
糖
が
含
ま

れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
、
通

常
は
（
－
）
で
す
が
、
血
糖
値
が
高
く
な
る
と
腎
臓

で
ブ
ド
ウ
糖
が
処
理
し
き
れ
な
く
な
っ
て
（
＋
）
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
血
糖
値
は
絶
え
ず
変
動
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
糖
尿
病
の
人
で
も
常
に
尿
糖

が
（
＋
）
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
尿
糖

検
査
は
検
診
な
ど
の
際
に
広
く
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ふ
る
い

分
け
）
検
査
で
す
の
で
、
糖
尿
病
の
有
無
を
調
べ

る
た
め
に
は
、
次
の
血
糖
検
査
が
必
要
と
な
り
ま

す
。血
糖
検
査
は
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
の
濃
度
を

測
る
検
査
で
、
糖
尿
病
の
診
断
に
は
不
可
欠
の
検

査
で
す
。
空
腹
時
に
測
定
す
る
空
腹
時
血
糖
値
の

ほ
か
に
随
時
血
糖
値
（
食
事
に
無
関
係
に
測
定
し

た
血
糖
値
）
が
使
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
経
口
ブ

ド
ウ
糖
負
荷
試
験
（
決
め
ら
れ
た
量
の
ブ
ド
ウ
糖

（
通
常
７
５
ｇ
）
を
飲
み
、
そ
の
後
の
血
糖
値
の
推

移
を
見
る
検
査
）
も
大
切
な
検
査
項
目
で
す
。

グ
リ
コ
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
検
査
は
、
赤
血
球
の
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
の
う
ち

何
パ
ー
セ
ン
ト
が

ブ
ド
ウ
糖
と
結
合

し
て
い
る
か
を
調

べ
る
検
査
で
す
。

血
液
中
の
ブ
ド
ウ

糖
は
、
濃
度
が
高

い
ほ
ど
血
中
の
タ

ン
パ
ク
質
と
結
合

し
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
血
糖
値

が
高
い
状
態
が
続

け
ば
続
く
程
こ
の

値
が
高
値
と
な
り

ま
す
。
過
去
１
～

２
ヶ
月
の
期
間
に

お
け
る
血
糖
値
の

平
均
値
が
反
映
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
査

値
を
用
い
、
実
際

に
は
下
に
示
す
様

な
基
準
を
使
っ
て
、

糖
尿
病
と
診
断
し

ま
す
。

■
糖
尿
病
の
治
療

糖
尿
病
の
治
療

の
原
則
は
、
食
事

療
法
、
運
動
療
法
、

薬
物
療
法
の
３
つ

で
す
。
食
事
療
法

と
運
動
療
法
は
車
の
両
輪
に
た
と
え
ら
れ
、
糖
尿

病
治
療
の
基
本
と
な
り
ま
す
。
基
本
を
押
さ
え
て

も
不
十
分
な
時
に
薬
物
療
法
を
追
加
し
、
血
糖
値

を
で
き
る
だ
け
正
常
に
近
づ
け
る
こ
と
が
目
標

と
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
現
在
の
医
学
で
は
、

糖
尿
病
を
治
癒
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
の
事
を
よ

く
理
解
し
て
、
自
分
で
自
分
の
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
と
い
う
姿
勢
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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※この情報紙のコピーをご希望の方は受付までどうぞ 。

今月のテーマ

糖尿病

糖尿病診断の実際（以下の様な条件がそろった時に糖尿病と診断されます）

①次のいずれかが日時を変えて２回以上確認された場合（１回では糖尿病型と診断）
・空腹時血糖値が１２６ｍｇ／ｄｌ以上
・７５ｇ経口糖負荷試験の２時間値が２００ｍｇ／ｄｌ以上
・随時血糖値が２００ｍｇ／ｄｌ以上
②血糖検査で糖尿病型と診断され、かつ次のいずれかの条件が満たされた場合
・糖尿病の典型的な症状（口渇・多飲・多尿・体重減少）が認められる場合
・糖化ヘモグロビン検査（ＨｂＡ１ｃ）≧６．５％
・確実な糖尿病性網膜症が存在している場合（眼底検査で見つかります）

発行：土川内科小児科
二本松市槻木２５０の３
電話：0243-22-668
8

注：一般に血糖が１７０～１８０mg以上にならないと、尿に
糖はでてきません。血糖値が高くないのに尿に糖がでてく
る場合は「腎性糖尿」といわれ、血液を濾過する腎臓の方
の問題で、糖尿病とは全く違います。また、健康人でも食
後の一過性尿糖はしばしばあります。
注：インスリンは膵臓のランゲルハンス島から分泌されるホ
ルモンで、血液中のブドウ糖を細胞内に取り入れる働きを
しています。


